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校歌集編纂にあたって 
 

 私が尾崎喜八を知るようになったのは男声合唱をやっていたことが縁である。 

1989 年(平成元年)12 月に尾崎喜八作詩、多田武彦作曲の男声合唱組曲「樅の樹の歌」を初演し、

翌年の 8 月 25 日に尾崎喜八が戦後の 7 年間を過ごした長野県富士見町に夏合宿に行った。 

その日に碑前の集い(この集いの由来は南信日日新聞の記事を参照)が富士見高原中学校内の「高

原の森」に出席した。以下に新聞記事を掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南信日日新聞  １９９０年(平成２年) ８月２７日 月曜日 
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 この記事での地元研究者は名取正義さんで、名取さんの調査により尾崎喜八が関わった校歌が三

十校あることが明記されている。 

その後、1991 年(平成 3 年)7 月 23 日南信日日新聞では長野県内の校歌を学校別に調査された『自

然、住む人の心を詩に（校歌詞でつづる「尾崎喜八の世界」』というタイトルで 16 面の特集記事が

出た。また平成 4 年には「詩人 尾崎喜八と校歌について」のタイトルで研究資料を発表され、こ

の時点で校歌は四十校になることがわかった。また、同年の尾崎喜八研究会発行の「尾崎喜八資料

第７集」にも名取さんの研究資料が掲載されている。 

さらに平成 11 年 1 月から 2 月にかけて富士見町高原のミュージアムにおいて『特別展「詩人尾

崎喜八と校歌」』が開催された。その時のパンフレットを以下に掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

特別展パンフレットの表面 
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校歌の調査研究をされていた名取正義さんがお亡くなりになり、その研究も停止してしまい、残

念ながら名取さんの収集された資料を拝見することはできなかった。そのお話を伺って、私なりの

調査活動を 2007 年から少しずつ始め、それまでに尾崎家に保存されていた資料もコピーしていた

だき、その調査対象も校歌(第一分冊)だけではなく、尾崎喜八の詩に作曲されたものが唱歌や歌曲

(第二分冊)、さらには男声合唱曲(第三分冊)もあり、それらを網羅して詩と楽譜を収録すべく調査

を行った。校歌、唱歌、歌曲の楽譜収集には、国立国会図書館、東京芸術大学図書館、国立音楽大

学図書館、日本近代音楽館（明治学院大学に移管後も）、大阪国際児童文学館などを利用し、関係

のある各学校や個人には個別に問合せをさせていただいた。 

特別展パンフレットの裏面 


